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2024 年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名 子育て支援団体 ママトコ  

代表者・役職名 氏名 石井 麻衣子・会長        

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクトの名称 
ママトコフェスティバル～孤育てから心育てに～ 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

育児に疲れ引きこもりがちになっているママさんたちが、子どもを連れて外に出るきっかけとなるようなイベン

トがしたい会長と副会長がそれぞれ考えていた中、市内の子育て広場で偶然出会い 2 人の考えが一致し、

長いようであっという間に終わってしまう子育て期間の中でママと子どもが笑顔で過ごせる時間を提供したい

と考えママトコを 2019 年に結成しました。 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

孤独を感じながら子育てしているママさんたちが、ママトコフェスティバルやひまわりおしゃべり会などママト

コが主催するイベントを通してママさん同士が気軽に交流できる場を設けることにより、子育てに関する不安

やストレスを抱え、引きこもりがちになられているママさんたちが外に出向くきっかけとなるようなイベントなど

を開催していきたいと考えています。孤育てと書き【こそだて】と読む言葉が現代社会ではよく耳にすることが

増えました。たくさんの不足によりママさんは子育てに孤独感を感じているのではないかと考えています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

・ママトコフェスティバル：9 月と 2 月に開催。ハンドメイドショップやハンドメイドワークショップ、キッチンカー、

ダンスステージなどで会場を盛り上げ、家族で楽しいビンゴ大会や子どもが大好きなじゃんけん大会など、ど

の時間に来場しても楽しいイベントを開催しています。 

 ・おさがりひろば ：サイズオーバーしてしまった服、遊ばなくなったおもちゃ、読まなくなった絵本、抱っこ紐

やベビーカーなどのおさがりを寄附していただき、欲しい方はその場で持ち帰ることができます。ママトコフェ

スティバルでは、大人気のため開場してすぐに人が集まることから継続していきたいです。 

フードドライブも集い寄附していただいた食品は後日、武蔵村山市社会福祉協議会にお渡しします。 

オレンジリボン運動もこっそり実施。悩みを抱えている子どもに対し、お話を聞いてくれる人や場所があること

を認知してもらうためです。 

 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
家族で、公園のように長く遊べて友人とばったり再会したり、ママ友が自然とできるような場にママトコフェス

ティバルがなることを一つの目標にしてきました。おさがり広場では、おさがりを持ってきた方が、その場にい

た方に『これ綺麗ですよ』と初めまして同士でも、子育て中という共通点だけでそこからお話を続けられてい

る様子を何度も見てきました。出店者と来場者の距離も近く、近状報告をしている様子をみると開催してよか

ったなと感じます。イベント 1 回目から来場している方で、妊娠報告やお子様が小学校に上がった報告をマ

マトコにお話をしていただける方もいました。こういった体験から、ママトコフェスティバルではママさんたちの

交流の場という目標に少しずつ近づいていると、感じます。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など３００文字まで 
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ママトコを結成した頃よりも、武蔵村山市付近では多くの子育て向けイベントやダンスイベントが増えてきたと

感じております。ママトコフェスティバルが飽きられてしまうことも考えてしまいますが今後の目標としては、マ

マトコフェスティバルが毎年開催されて当たり前であることもっと周知していきたいと思っています。また、おさ

がりひろばやじゃんけん体験など、人気のあることは残していきつつプロジェクトの目的は芯に残し開催ごと

に違うテーマを考えていきたいです。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動

状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   


